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教育行政方針の全文は各図書館、市役所 1階市政情報コーナー、市ホーム
ページからご覧になれます。

平成31年度

教育行　方針

 

・�埼玉県および全国学力・学習状況調
査を活用し、学習内容の定着や学習
意欲などの向上を図ります。

・�「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向け、一人ひとりに応じた指導
をします。

・��若手教員育成指導員の活用や研修会な
どの充実を図り、学力向上に努めます。

・��タブレット型コンピュータやデジタル
教材を活用した学習活動の研究を進
め、情報活用能力の育成に努めます。

・��イングリッシュ・サマー・キャンプや英
語指導力ブラッシュアップ研修の充
実を図り、外国語教育を推進します。

・��特別支援学級や通級指導教室などの
教育活動を展開し、児童生徒一人ひ
とりに応じた教育に努めます。

・��富士見市教育大綱の理念を踏まえ、市
内全校で「いのちの授業」を実施し、い
のちを大切にする教育を推進します。

・��いじめのない学校、学級づくりを支
援し、望ましい集団活動が図れるよ
う人間関係の育成に努めます。

・��発達に応じて考え議論する道徳の授
業を通し、豊かな心を育成します。

・��不登校児童生徒の解消および未然防
止に向けた把握や支援に努めます。

・��適応指導教室「あすなろ」に通う子ど
もたちの自立への支援に努めます。

・��学校歯科医、歯科衛生士による歯科
保健指導を中学校でも実施します。

・��児童生徒の敏
びん

捷
しょう

性を高める活動に取
り組み、体力向上に努めます。

・��児童生徒が主体的に自他の命を守る
ことができるよう集団活動や体験活
動に取り組みます。

・��地域の防災訓練に児童生徒が参加
し、地域の一員として活躍できるよ
う推進します。

・�義務教育９年間を見通した小中一貫
教育を進めるとともに、学校・家庭・
地域が連携した教育に努めます。

・�在校時間管理システムの導入やスト
レスチェックの実施により、教職員
の働き方改善に努めます。

・��教員業務の一端を担うスクール・サポー
ト・スタッフを試行的に配置します。

・��各学校の部活動方針にのっとり、部
活動を実施します。

・��就学援助の新入学用品費の入学前支
給を小学校１年生でも実施します。

・��女子栄養大学との連携による苦手野
菜克服メニューづくりや親子体験
クッキング教室の開催、セルビア料
理の給食を提供します。

・��子育ての孤立感を解消するため、親
の学習講座を開催します。

・��子ども食堂や地域子ども教室の支援
を通じて、親子が集える機会や居場
所づくりを進めます。

・���家庭学習の習慣化と基礎学力の定着
のため、家庭学習応援事業を実施し、
保護者を対象に交流会を行います。

・��子ども未来応援センターと連携し、
学習支援などの事業に反映できるよ
う取り組みます。

・��子ども大学☆ふじみでは魅力ある講
座を開催します。

・��人権問題についての教育や啓発の推
進に努めます。

・��子どもフェスティバルやピースフェ
スティバルを協働で開催します。

・��公民館は、豊かで暮らしやすいまち
づくりを支援する地域拠点として、
地域団体と連携を図ります。

・��家庭・地域・学校が連携し、子ども
読書コンクールや子どもビブリオバ
トル大賞などの事業を充実します。

・��図書館と市の協働イベントで、図書
館利用の促進を図ります。

・�郷土芸能の公演会を実施し、理解と
郷土意識の高揚につなげます。

・��遺跡見学会や出土品の展示など、学
習の場の提供と情報発信・活用の充
実を図ります。

・��水子貝塚公園開園25周年の記念行事
を開催します。

・��夏休み縄文体験やふじみジュニア考
古学クラブでの体験機会の充実を図
ります。

・�難波田城資料館では、展示物の英語
解説や展示内容・方法を工夫します。

・��桜、花菖
しょう

蒲
ぶ

、蓮
はす

、梅などの花々やモ
ミジなど、四季を通じた魅力ある難
波田城公園を提供します。

・��スポーツを「する」「観る」「支える」の
観点から各種スポーツ大会やイベン
トを誘致し、楽しみながら親しめる
生涯スポーツの推進に取り組みます。

・��東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会では、セルビア共和
国のホストタウンとして機運の醸成
を図り、各種イベントを開催し、レ
ガシー創出に向けて取り組みます。

・��多様化する教育課題に対応するため、
教育委員会会議などの充実を図ります。

・��各事業の実施状況を点検評価し、見
直しを図り、効果的な教育施策の推
進に努めます。

・�東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会関連事業など、各種
施策の推進を市長部局と連携し取り
組みます。
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第２次富士見市教育振興基本計画の３つの柱に沿った平成31年度教育行政方針について、新規事業を中心に概要をお知らせします。

政

児童生徒一人ひとりに応じたきめ
細やかな指導による学力の育成

学びあい、高めあい、夢と
希望をはぐくむ教育の推進１

人との交流や感動体験を通した豊
かな心の育成

自らの健康・安全を守る資質・能
力と健やかな体の育成

地域の教育力を生かし教育効果を
高める学校教育の推進

学びあう地域社会をめざす
教育の推進２

家庭・地域の教育力の向上

生涯にわたる学習機会の提供と学
びのネットワークの推進

学びあう地域社会を創る活動の推進

暮らしとまちづくりに役立つ読書
活動の推進

郷土遺産の継承と文化芸術の振興

誰もが親しめる生涯スポーツの推進

組織の総合力を生かした
教育の推進３


